研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑２Ｆ介護Ｂグループ　　職　種　介護員　　氏　名　新田　裕佳

	期　　間　　平成20年10月19日　～　平成20年10月19日

	出張目的　第17回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

今回、２回目の長寿研究会へ参加させて頂きました。他施設の発表を聞き、興味を持ったものが４例ありました。

まず、介護老人保健施設ケアセンター弘前の「化粧して出掛けましょう」です。

お化粧をする事により、より以前の生活に近づけ、その人らしさを表現出来るものだと思います。この事例を見て、試してみる価値はあると思いました。以前、生活訓練グループに所属していた時、お化粧クラブと題し、４～５名集めて補助しながらお化粧して頂き、みなさんでお話するというものでした。

最初は、「こったさ歳取ったの化粧するってよ」と発言されていた方も照れながらお化粧して下さり、化粧した自分の顔を見て笑顔がみられました。また、他利用者様と褒め合ったりとコミュニケーションも取れていました。そんな光景を思い出しながら聞き入っていました。結果として、最初は使用方法を聞いてきたり、職員との会話が増えています。そして、手伝ってもらいながらお化粧するでになり、最後には、自らの訴えで外出するまでに。お化粧は、女性の生きがいともいえるのではないでしょうか。まずは、普段のレクリエーションの時に取り入れていきたいと思います。

次に、特別養護老人ホームの「和のあるユニットへ」です。以前からユニットに憧れていましたが、職員の異動や新任職員の教育などに追われ実施出来ずにいました。その前に、その人らしく安心して生活できる心地よい環境を作る必要があるとおもいます。ここのユニットは女性だけだったそうで、料理教室の回数を増やしたそうです。その他に、利用者様同士のコミュニケーションの場を提供していく事により、不安感などを取り除いていけるのではないか。その為に、行事をたくさんの利用者様と一緒に過ごし会話が生まれ、コミュニケーションが取れてきます。その他に花火大会、スイカ割り、お月見、生け花、作品展示などと色々な行事を一緒に過ごし、作品展示で、自分の得意な物を他者に見てもらう事で、自信に繋がるとの結果が出たようです。やはり、学生時代と同じで、一緒に同じ時を過ごした結果、楽しさや嬉しさを共有し、より一層団結力が深まると考えました。今後のフロア行事を立案する上で、何を企画して欲しいかアンケートを取ったり、生活(季節)に合わせて考えて行きたいです。

次に、高齢者総合福祉施設清風荘の「新任職員の教育システムと養成校との連携」です。

全国的に新任職員の介護職の離職率が増加しているそうです。確かに、新人が描くケアのイメージと配属されてからのケアに相違があるのが現実だと思います。特に、普通高校を卒業して福祉の世界に飛び込んだのなら直さらです。南山苑の新人教育で感じた事は、早く現場に出て慣れるのが一番だとの意見も分かりますが、マニュアルを元に現任職員が新任職員叩き込んであげる必要があるのではないか。そして、現任職員もマニュアルを叩き込み、新任職員へ伝達していかなければなりません。また、認知症の症状や、事例を上げての勉強も必要なのではないでしょうか？今までの事故の例をあげてもいいのかもしれません。そうすると、自分が思い描いていたものと掛け離れたものとして捉えられてしまうのでしょうか？ここが難しい所だと思いました。もう一点、新任職員の実技の時間が少なく感じています。もう一度、新任職員の立場として新人教育の計画を立てる必要があると考えます。今後の教育に備えて新人の時に教えてもらいたかった事などアンケートを取ってみたいと考えています。また、研修中も、悩みなどを聞いてあげられる体制を取っていきたいです。

次は、一番興味を持ったショートステイやすかたの「夜間不眠の利用者様のケアについて～香りが与える力～」です。

南山苑にも夜間不眠の方がおられ、昼夜逆転傾向が見られています。日々の生活にメリハリをつける為にも、昼夜逆転は避けていきたいものです。やはり、十分な睡眠をとる事により、よりよい生活が出来るようになると考えます。以前から“足浴をすればいいんじゃないですか？”と意見は出ていたものの、実施には至っていませんでした。確かに80名を抱えたフロアで、次から次へと訴えがあり、仕事も山積み…ですが、今回の研究結果を聞いて足浴や芳香浴を試してみたいと思いました。今回の結果では、睡眠時間が２～３時間も増えたそうです。足が暖まり気持ちがいいのもそうですが、香りがもたらす力はすごいなと思いました。利用者様は、足浴を楽しみにしていたり、「たいしてあずましい」などの発言聞かれ、表情が豊かになった。その他にも、傾眠時間が減り職員とのコミュニケーションも図れたそうです。全利用者様を対象にするのは、難しい為、最初は本当に不眠の方を対象にやってみたいと思います。その為には、無駄な業務は省くなどの業務改善をしなくてはいけなくなります。

今回の研修を通して、やりたい事が沢山増えました。来年へ向け、まずは業務改善を図り、ゆとりを持って必ず実施出来る体制を整える事から取り組んでいきたいと思います。

＜研究主旨＞

　「化粧して出掛けましょう」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護老人保健施設　ケアセンター弘前

目的：今までは外出する際、普段から外出着に着替える方がほとんどだったが、化粧する方は少ない。そこで、化粧をし、外出する際に普段日常的にみている表情や言葉の変化について比較する。

対象：女性の方２名

期間：４～８月までの５ヶ月間(週１)

結果：１ヵ月後→表情が明るくなった。使用方法を聞いてくるようになった。職員との会話が増えてきた。

　　　３ヵ月後→手伝ってもらいながら化粧をする。ナースコールでの訴えが減った。

　　　５ヵ月後→本人の訴えにて外出に出掛ける

「“和”のあるユニットへ　　～寿幸苑：北斗ユニット編～」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別養護老人ホーム　寿幸苑

現状：「その人らしさを大切にし、安心して生活できるあたたかいケアを提供します」のもと、ユニットを開始して４年がたったが、さまざまな個性や生活リズムを持った利用者間で個性のぶつかり合いによるトラブルがみられ、その雰囲気の中ストレスが溜まり食欲不振に繋がる方や、打つ状態により、ユニットを変えざるを得ない状況になる方もおられた。

方法：①利用者様と信頼関係を築く。

　　　②職員間での情報共有(その方は何を求めているのか…など)

　　　③行事などを増やす

結果：職員と利用者様との信頼関係を築いた事により、笑顔も増え、同じ行事を一緒にする事によりご近所付き合いも生まれてきた。

「新任職員の教育システムと養成校との連携」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高齢者総合福祉施設　清風荘

現状：入社直後に環境不適応と考えられる心身の落ち込みが多く見られる。また、不安感や負担感からケアに対するモチベーションの低下みられ離職に結びつく傾向が示されている。

　　　新人教育システムが現状に合わない原因として、採用試験の判断結果と施設側で想定した人物像不一致や、新人に対する一律の目標設定など、計画段階に問題があった。更に、新人が描くケアのイメージと配属されからのケアに相違があった事が考えられる。

方法：①採用基準と試験内容の見直し

　　　②個別教育プラン作成に向けた基本プランの作成

　　　③現任職員のケアマニュアル総点検

　　　④OJT指導担当者の選任と指導トレーニング

　　　⑤研修期間３ヶ月

結果：新人に心身の不調による欠勤がなく、基本的なケア姿勢の習得にも結びつき、６ヶ月たった今も離職者がいない。

「夜間不眠の利用者様のケアについて　～香りが与える力～」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ショートステイ　やすかた

目的：夜間叫んだり、不穏行動がある方がいる。そういった高齢者の方が十分な睡眠をとり、よりよい生活が出来るようにアロマテラピーを用いた足浴・芳香浴を実施する。

対象：A氏：〇介護度５、主病名：誤燕性肺炎・認知症、既往歴：脳梗塞・左不全麻痺

　　　　　　　Ｈ18年に胃ろう造設

　　　　　　〇夜間、スタッフの名前を叫んだり、掻痒感強く、痒みの訴えで叫んでいる。

　　　　　　　日中は傾眠がちであり、表情乏しい。

　　　Ｂ氏：〇介護度２、主病名：認知症、既往歴：うつ病・狭心症

　　　　　　〇夜間車椅子に座り、廊下を徘徊されたり、ベッド上で立ち上がり景色を眺めたり、などの不穏行動あり。

　　　　　　　日中は傾眠がちであり、ぼんやりと過ごされている事が多い。

方法：〇２週間(20時～翌朝7時の11時間の睡眠状況を１時間ごとにチェック。

〇足浴・芳香浴開始前の２週間と、足浴・芳香浴後の２週間の睡眠状態の比較を行う。　　

※足浴→①タライもやや熱めのお湯をはり、アロマオイルを２、３滴垂らす。

　　　　　　②足をつけながらこすったり、マッサージを10分程度行う。

　　　※芳香浴→①たらいにやや熱めのお湯をはり、アロマオイルを２、３滴垂らす。

　　　　　　　②タオルをお湯につけて絞り、居室にかける。

結果：Ａ氏：実施前の睡眠時間６時間→実施後８時間(２時間増えた)

　　　Ｂ氏：実施前の睡眠時間５時間→実施後８時間(３時間増えた)

　　　どちらの方も足浴へ抵抗がなく、表情明るく、会話がはずんだ。
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